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問合せ　健康推進課 (保健センター内)
　　　　　  ☎34-7000、 FAX34-9470

♥

保保健健だだよよりり
母子保健（11月）

■乳幼児健診 

　 （３～４か月児、 １歳６か月児、 ３歳児）

■歯科健診

　 （２歳児、 ２歳６か月児）

　 対象の人には、 日程や受付時間について個別に案

内を送付します。

■教室 ・ 相談（要予約、定員あり、先着順）

教室 ・ 相談 期日 時間

パパママセミナー

（２ ・ ３月出産予定の人）
第２回 １３日 (月)

９:15～１０:30

１０:45～12:00

離乳食講習会

※３～４か月健診

　 受診後受付開始

ステップ１ 　７日 (火)

１０:00～１１:00

ステップ２ ２８日 (火)

赤ちゃん相談

受付開始日 : １０月３１日（火）

（対象児 ： １歳６カ月まで）

１４日 (火) ９:00 ～１２:00

発達相談

希望する場合は、 保健センター

（保健師）までお問合せください。

日程をお知らせします。

マタニティ ・ おっぱい相談 毎週金曜日 13:00 ～ 16:00

( 相談希望者は、 事前に問い合わせてください。 )

※赤ちゃん相談は感染予防対策のため時間帯を分け、

　 少人数で実施します。 詳しい時間帯は申し込み時

 　に確認してください。

※保健センターで実施する健診 ・ 教室は急きょ中止 ・

　 延期する場合があります。 ホームページでお知らせ

 　します。

　定期予防接種は、 適切な時期に接種する必要が

あります。

■定期予防接種の注意事項

①すべての乳幼児定期予防接種は、 市内指定医療

　 機関での個別接種（要予約）となります。 母子健康

　 手帳 ・ 予診票を持参して、 接種当日はお子さんの

 　健康状態がよくわかる保護者が付き添ってくださ

　 い。

※ワクチンの供給状況により、 予約が取りにくい場合

　 があります。

②予診票は、母子健康手帳の交付時に保健センター

　 で配布します。 転入などで予診票がお手元にない

　 場合は、 母子健康手帳を持参して保健センターに

　 来所してください。

③小中学生で受ける予防接種は、 市内の学校から

　 原則４月に通知しています。 市外の学校などに在

　 籍し、 予診票がお手元にない場合は、 母子健康手

　 帳を持参して保健センターに来所してください。

④長期療養を要する疾患などにより予防接種の機会

 　を逃した人（治癒後２年を経過するまでの間）や、

　 医療行為により免疫を失った場合の定期予防接種

　 の再接種を希望する人（医師の診断書などが必要）

　 は、 対象となる場合があります。 詳細は保健セン

　 ターに問い合わせください。

⑤市外（県内）の医療機関でも予防接種を受けられる

　 場合があります。 詳細は保健センターに問い合わせ

 　てください。 また、 高齢者肺炎球菌、 高齢者インフ

　 ルエンザ予防接種についても、 市外での接種を希望

　 する場合は事前に保健センターへ相談してください。

※市外に転出した人、 対象年齢外の人、 接種回数

　 超過の人の接種費用は、 原則、 実費（全額自己

 　負担）となります。

予防接種

- 献血ありがとうございました（９月）-

市内３カ所　合計４回開催　１４４人

※イオンモール常滑では随時献血を実施

　 しています。 献血の日程などの詳細は

 　県赤十字血液センターのホームページ

 　で確認してください。

休日診療当番医（１１月）

　 受診前に体温を測定し、発熱のある場合、または風邪症状のある

場合は必ず電話をしてください。

※都合により変更になる場合があります。また、悪天候などにより

　 やむを得ず休診になることがあります。 ご了承ください。

当番日 当番医 電話

３日 (祝) 内田眼科（飛香台） 36-1400

５日 (日) 鷹津内科・小児科（虹の丘） 34-6655

１２日 (日) たてやまクリニック（小倉町） 89-0166

１９日 (日) 常滑いきいきクリニック（陶郷町） 36-1122

２３日(祝) 常滑眼科クリニック（字折戸） 34-8899

２６日(日) とこなめ耳鼻咽喉科クリニック（錦町） 36-3341

診療時間　９:00 ～１２:00
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歯周病予防　令和の新常識　

「まだ歯ブラシで磨くだけですか？」

　最近の研究結果では、 目で見える歯の表面部分の

歯周ポケット（歯と歯ぐきの間にある溝）に比べ、 歯と

歯の間（歯間部）の歯周ポケットの方がより深くなって

いて、 歯周病菌が活発に活動することがわかってきま

した。

　歯周病予防には、歯間を清掃する「歯間ブラシ」や「デ

ンタルフロス」のほうが、 歯ブラシよりも有効です。

　しかし、 歯間ブラシやデンタルフロスを使った歯間部

の清掃を毎日していない人は多く、 使い方も自己流で

うまく汚れが取れていないのが現状です。

　まずは歯間ブラシやデンタルフロスのあなたに合った

使い方をかかりつけ歯科医院で歯医者さんや歯科衛

生士さんに教えてもらいましょう。

　これからは、 歯ブラシよりも歯間ブラシやデンタルフ

ロスを使用する時間を多くして、 毎日丁寧に歯間部の

清掃を行いましょう。

　かかりつけ歯科医院で定期的にみてもらうこともお勧

めします。

　　　　

常滑市歯科医師会

常滑市三師会　健康づくり講演会

「“サイレントキラー” 歯周病、 実はこわ～い病気

～動脈硬化、 認知症の原因にも～」

日時　１２月１０日（日）１４:00～１６:00

場所　市役所　F 会議室

内容　歯周病について知り、 お口とからだの健康を守

　　　　るためのお話です。

講師　三
み

谷
た に

章
あ き

雄
お

さん

　　　　（愛知学院大学歯学部付属病院　

　　　　　病院長、 愛知学院大学歯学部

　　　　　歯周病学講座　主任教授）

対象　どなたでも

　　　　※スマイルポイントカードをお持ちの人は持参

　　　　　 してください。

定員　１００人

参加費　無料

申込み　不要

主催　常滑市三師会

　　　　（医師団、 歯科医師会、 薬剤師会）

問合せ　健康推進課（保健センター内）

           ☎３４-７０００、FAX３４-９４７０


